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森 の国だ より

森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

1₀
2₇

　

10
月
27
日
㈯
、
森
の
国
戦
国
武
者
伝

走
大
会
が
虹
の
森
公
園
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
７
回
目
と

な
る
こ
の
大
会
は
、
選
手
自
ら
が
趣
向

を
凝
ら
し
た
段
ボ
ー
ル
製
の
甲
冑
を
ま

と
っ
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
大
会

で
、
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

デ
ザ
イ
ン
や
走
行
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
競
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外

か
ら
約
１
３
０
名
の
武
者
た
ち
が
参
集

し
ま
し
た
。

　

全
５
区
間
の
コ
ー
ス
を
タ
ス
キ
で
繋

ぐ
こ
の
大
会
は
、
第
１
区
は
陣
が
森
、

２
区
は
永
昌
寺
、
３
区
は
大
森
城
、
４

区
は
御
嶽
神
社
、
最
終
５
区
は
河
後
森

城
跡
を
そ
れ
ぞ
れ
折
り
返
す
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。
砂
利
道
や
階
段
、
山

道
を
含
む
険
し
い
コ
ー
ス
を
武
者
た
ち

が
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
﹁
初

陣
子
ど
も
武
者
拾
町
走
﹂
も
開
催
さ
れ
、

甲
冑
を
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
元
気

よ
く
駆
け
抜
け
た
ほ
か
、
森
の
国
山
城

の
会
に
よ
る
中
世
の
接
待
饗
応
の
膳
を

史
実
に
基
づ
き
再
現
し
た
﹁
戦
国
御
膳
﹂

が
抽
選
で
選
ば
れ
た
チ
ー
ム
に
振
る
舞

わ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
戦
国
武

者
伝
走
の
目
標
に
よ
り
近
づ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
前
に
は
、
桃
・
梅
・
柚
子
・

お
茶
・
栗
の
５
つ
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
ま
つ
の
五
大
神
﹂

の
お
披
露
目
が
あ
り
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
と
写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
特
産
品
販
促
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、﹁
松
野
鬼
城
太
鼓
＆
ジ
ュ

ニ
ア
森
風
﹂
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
鬼
北

町
と
松
野
町
の
子
ど
も
た
ち
で
結
成
さ

れ
て
い
る
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
﹁
広
蓮
﹂

の
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
﹁
予
土
う
ま
い
も
の

合
戦
﹂
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
訪
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

【男子の部優勝】　宇和島市役所 OSSAN'S（宇和島市）
【女子の部優勝】　オレンジクイーン復活（宇和島市）
【子ども武者の部優勝】　清家　楓（鬼北町）
【ベスト甲冑賞】　きほキュン ♡ フルーツ缶（鬼北町）
【大うつけ賞】　かまきり先生'S（宇和島市）
【子どもベスト甲冑賞】　井上 弘一朗（松野町）
【子ども大うつけ賞】　長井 洸樹（宇和島市）

▲ベスト甲冑賞の「きほキュン♡フルーツ缶」チーム

▲子どもたちも武者になりきり！

▲新しい特産品ＰＲキャラクター「まつの五大神」 ▲開会式で必勝を誓う武者たち

▲一斉にスタートする武者たち

▲パフォーマンスで勝負した
「かまきり先生’Ｓ」 ▲御嶽神社の過酷な階段も駆け抜けます
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森 の国だ より

松
野
町
の
医
療
を
考
え
る

講
演
会

9
2₉

　

９
月
29
日
㈯
、
中
央
診
療
所
で
﹁
松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会
﹂

が
開
催
さ
れ
、
１
１
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に
励
み
、
限
り
あ
る
医
療
資
源
を
大
切
に

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
初
め
て
中

央
診
療
所
の
待
合
で
開
催
し
ま
し
た
。
旭
川
荘
南
愛
媛
病
院　

岡
部
健
一

院
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、﹁
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
知
っ
て
い
ま
す
か　

～

知
っ
て
得
す
る
認
知
症
対
応
の
技
術
～
﹂
と
題
し
て
、
認
知
症
の
方
の
心

に
近
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と
し
て
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の

4
つ
の
柱
﹁
見
る
・
話
す
・
触
れ
る
・
立
つ
こ
と
の
援
助
﹂
を
、
具
体
的

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
や
認
知
症
の
方
へ
の

接
し
方
に
も
つ
な
が
り
、﹁
接
し
方
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
。﹂﹁
今
を
大

切
に
優
し
く
あ
り
た
い
。﹂
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
診
療
所
の
先
生
方
と
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
い
と
い

う
地
域
の
方
々
の
﹁
つ
ぶ
や
き
﹂
か
ら

企
画
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
ズ
・
カ
フ
ェ
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
40
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、﹁
と
て
も
良
い
企
画
だ
っ
た
。﹂﹁
今

後
も
カ
フ
ェ
を
続
け
て
欲
し
い
。﹂
な
ど

の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
、
貴
重
な
時
間
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

復
興
イ
ベ
ン
ト
in
吉
野

1₀
21

　

10
月
21
日
㈰
、吉
野
生
公
民
館
及
び
吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
﹁
復
興
イ
ベ
ン
ト
in
吉
野
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
地
元
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
元
気
と

活
力
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
の
飲
食
店
な
ど
18
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、
屋
外
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ガ
イ
ヤ
な
ど
の
踊
り
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
愛
媛
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
・
寸

劇
な
ど
で
日
頃
聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
音
楽
を
楽
し
み
、
満
席
の
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
本
町
に
縁
の
深
い
レ
ー
モ
ン
ド

松
屋
さ
ん
が
登
場
し
て
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
、
盛
会
の
う
ち
に
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
集
ま
っ
た
寄
付
金
と
７
月
８
月
松
丸
駅
前
で
開
催
さ
れ
た
復
興
市
の
寄
付
金
を
合

わ
せ
た
約
７
万
円
が
、
松
野
町
へ
支
援
金
と
し
て
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▲岡部健一院長

▲愛媛県警音楽隊の演奏

▲会場の様子

▲ドクターズ・カフェの様子
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森 の国だ より

森
の
国
文
化
祭

11
2~3

　

11
月
２
日
㈮
、
３
日
㈯
の
２
日
間
、

﹁
元
気
出
そ
う
心
は
ひ
と
つ
﹂
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
森
の
国
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
両
日
に
か
け

て
、
書
道
・
華
道
・
絵
画
・
押
花
絵
・

俳
句
・
ち
ぎ
り
絵
・
写
真
・
手
芸
・
焼

き
物
や
児
童
生
徒
作
品
の
展
示
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
毎
年
好
評
の
文
化
体
験

コ
ー
ナ
ー
は
、
書
道
・
生
け
花
・
押
花
絵
・

和
太
鼓
・
茶
道
の
５
部
門
で
実
施
さ
れ
、

各
会
場
は
文
化
体
験
を
行
う
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３

日
に
芸
能
大
会
が
行
わ
れ
、
和
太
鼓
・

日
舞
・
オ
カ
リ
ナ
・
大
正
琴
・
ス
ポ
ー

ツ
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
・
ピ
ア
ノ
の
ス

テ
ー
ジ
や
、
キ
ッ
ズ
英
会
話
ス
ク
ー
ル

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
英
語
歌
の
ス

テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
各
々
が

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
来
場
し
た
約
１
０
０
名
は
ス
テ
ー

ジ
上
の
熱
演
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
研
究
協
議
会
を
中
心
と

し
た
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
ば

ら
寿
司
や
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
、
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
サ
ン
ド
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
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技能実習生についてのQ＆A
Q1．技能実習生はどこの国から来るの？
  A．中国、カンボジア、ベトナム、インドネシア、タイ、フィリピン、モンゴルなど、様々な国から学びに来ます。
Q2．技能実習生はどういう技能を学びに日本に来たの？
  A．食品加工、農業、縫製などの様々な職種について、日本の優れた技術や品質管理などを学びます。
Q3．森の国国際学院ではどれくらいの期間、日本語を勉強するの？
  A．入国してから約１か月間、本学院で勉強します。
Q4．技能実習生は学院で１か月勉強した後、どこに行くの？どれくらい日本にいるの？
  A．県内はもちろん、東京、大阪、島根、岡山、沖縄など様々な場所に行き、ほとんどの技能実習生は３年間日本に
　   滞在します。
Q5．森の国国際学院に休みはあるの？
  A．基本金曜日と日曜日がお休みです。休日は散歩や買い物などをしています。松丸駅の足湯も大好きです。

　本学院は、海外から日本の技能を学びに「技能実習生」として来日された方々に日本語教育などを行う施設です。
　いつも町民の皆さまには温かいご支援を頂き、大変ありがたく感謝しています。
　これからも様々な活動を行っていきますので、本学院をより身近に感じていただければと思います。

～地域の方 と々の交流～
　いつも夏祭りや浴衣祭り、文化祭など、様々な行事に参加させていただき、ありがとうございます。
　地域の方々との触れ合いは、技能実習生が日本を理解するうえで、かけがえのない経験となっています。

　松野中学校を見学させていただ
いた際には、日本の素晴らしい教
育環境に驚いていました。

　毎年年越しイベントに参加させてい
ただいています。日本での最初のお
正月がとても楽しみと喜んでいます。

　おさかな館が営業を再開した際に
見学させていただきました。勉強ば
かりの毎日の癒しになったようです。

　森の国文化祭では、お花やお茶な
ど、なかなか経験できないことをたくさ
ん体験させていただき、皆大喜びです。

　７月豪雨災害のボランティアに参加
させていただきました。助け合いの心
が伝わる、いい経験となりました。

　いつもお世話になっている感謝の気
持ちを込めて、地域内の清掃などにも
積極的に参加させていただいています。

「松野中学校訪問」

「年越しイベント」

「災害復興ボランティア活動」

「地域の清掃活動」

「おさかな館見学」

「森の国文化祭参加」

森の国国際学院（☎28-6449）
〒798-2101　北宇和郡松野町大字松丸204

町民の皆さん、こんにちは！

森の国国際学院のご紹介

　松野町に本学院を開校して３年が経ちました。これも町民の皆さまが温かく受け入れてくださっているからで
あると、大変感謝しています。「外国人」に対して差別的な見方があるといわれていますが、松野町では決して
そういった事はありません。人としての助け合いや思いやりで結びつくことができると、身をもって感じています。
　今後とも温かいご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
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１　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位 大　　　　会　　　　記　　　　録

学年 種　　目 男女 氏　　　　名 校　名 記録 氏　　　　名 校　名 記録 氏　　　　名 校　名 記　録 氏     名 校　名 記　録 年度

４　

年

60ｍ
男 高田　大生 愛　治  9"1 大瀧　　怜 近　永  9"6 山本　翔平 近　永 9"6 新谷　侑希 近　永  8"9 H８

女 都能　光莉 近　永 10"2 加藤　里奈 松　西 10"3 森　あゆみ
上甲　結愛

近　永
好　藤 10"6 河添　千秋 好　藤  9"3 H22

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 63"1 H４
女 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 64"3 H10

５　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 岡本　侑大 近　永  9"5 末廣　喬康 近　永  9"9 増田　智仁 松　東 10"0 高田　　司

新谷　侑希
泉
近　永  8"6 H５

H９

女 藤井　夢琉 近　永  9"7 上甲　麻由
馬木　里緒

好　藤
日　吉 10"1 程内　由里

河添　千秋
三　島
好　藤  8"9 S60

H23

100ｍ
男 松原　虹太 近　永 15"1 佐々木明来 泉 15"9 末廣　喬康 近　永 16"0 高田　　司 泉 13"9 H５
女 川平　夏海 日　吉 15"9 谷口　海莉 近　永 16"5 山本　寧音 近　永 16"7 渡邉　風花 松　西 14"6 H11

60Ｈ
男 三好　啓太 近　永 10"9 橋本　天馬 日　吉 11"2 松下　蓮太 近　永 12"0 田中　啓太 近　永  9"9 H19
女 藤井　夢琉 近　永 11"5 馬木　里緒 日　吉 11"5 山本　寧音 近　永 11"7 岡山　　愛 近　永 10"2 H14

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 60"2 S51
女 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 62"4 H11

ソフトボール
投げ

男 岡本　侑大 近　永 45m06 堀田　彰寿 松　東 44m92 増田　智仁 松　東 43m17 末廣　真堂 愛　治 63m34 H８
女 高瀬ひより 三　島 32m62 二宮　麻緒 泉 29m94 清水　　咲 愛　治 27m93 山本　由美 三　島 41m85 S58

走り幅跳び
男 松原　虹太 近　永  3m64 児玉　怜碧 近　永 3m18 板尾　拳太 松　西 3m01 高田　貴生 愛　治  4m41 S56
女 山下　咲蘭 日　吉  3m37 上甲　麻由 好　藤 3m17 高瀬ひより 三　島 2m81 河添　千秋 好　藤  4m05 H23

走り高跳び
男 三好　啓太 近　永  1m15 川内　斗真 近　永 1m05 堀田　彰寿 松　東 1m00 森　　佳洋 近　永  1m33 S62
女 川平　夏海 日　吉  1m15 山下　咲蘭 日　吉 1m05 岡本　徠愛 三　島 1m05 吉田明日香 日　吉  1m25 H９

６　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 高平　晃成 近　永  8"3 板尾　隼人 松　西  8"9 清家　　楓 愛　治  9"2 藤田　　亮 愛　治  8"3 H18

女 善家　美空 好　藤  9"5 二宮　未来 泉  9"7 菊池　美青 近　永  9"8 武田　　茜
善家　陽菜

近　永
好　藤  8"8 H２

H28

100ｍ
男 板尾　隼人 松　西 14"8 清家　大雅 近　永 15"7 松本　和幸 近　永 15"9 松浦　　誠 近　永 13"1 S61
女 都能　明莉 近　永 14"8 善家　美空 好　藤 15"6 二宮　未来 泉 16"0 河添　千秋 好　藤 13"9 H24

200ｍ 男 薬師寺正義 愛　治 28"7 S51

60Ｈ
男 高平　晃成 近　永  9"2 高田　貞治 愛　治  9"7 加藤　諒也 松　西 11"1 小野　政則 近　永  9"1 S61
女 今城依瑠海 近　永 10"9 川上　瑛愛 松　西 11"2 渡部　姫羽 近　永 11"3 那須　幸恵 好　藤  9"7 H９

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 55"9 S61
女 　 　  　 　  　 　  三島小学校チーム 59"4 S61

ソフトボール
投げ

男 高田　貞治 愛　治 57m10 佐々木　了 三　島 48m77 田下　世羅 松　西 44m48 末廣　真堂 愛　治 74m36 H９
女 大金ひなた 三　島 33m51 稲田　美優 松　西 31m63 芝　　千夏 泉 30m86 渡邊　春花 好　藤 53m32 H19

走り幅跳び
男 若宮　史裕 近　永  3m77 清家　　楓 愛　治  3m56 髙橋　里玖 松　西  3m43 薬師寺正義 愛　治  4m96 S51
女 都能　明莉 近　永  4m08 菊池　美青 近　永  3m47 清家　冴絵 三　島  3m26 河添　千秋 好　藤  4m66 H24

走り高跳び
男 岩谷　雅也 近　永  1m26 池田虎太朗 好　藤  1m20 大野　拓実 好　藤  1m15 濱田　竜馬 愛　治  1m46 H14
女 鈴木　由乃 松　西  1m21 河野　桃子 三　島  1m18 森　みなみ 近　永  1m10 都　ちひろ 近　永  1m33 H21

共
通 400ｍＲ

男 清家　大雅　　高平　晃成
松本　和幸　　若宮　史裕 近　永  59"2 高田　貞治　　清家　　楓

高田　大生　　鶴島　俊介 愛　治  60"1 板尾　隼人　　加藤　諒也
髙橋　里玖　　井上弘一朗 松　西  61"4 近永小学校チーム  56"6 H29

女 藤井　夢琉　　都能　明莉
菊池　美青　　今城依瑠海 近　永  62"5 善家　美空　　善家　里咲

上甲　麻由　　山口　璃海 好　藤  64"2 川平　夏海　　馬木　里緒
山下　咲蘭　　松宮菜々美 日　吉  65"5 近永小学校チーム  60"9 H28

北宇和郡小学校陸上競技大会記録
　10月12日㈮、鬼北町総合運動公園で平成30年度北宇和郡小学校陸上競技大会が開催されました。本町からは２校46名が参加
し、「最後まで　自分を信じて　自己ベスト」の大会テーマのもと、自己ベスト記録更新を目指して頑張りました。主な結果
は次のとおりです。

◎　大会新記録　　○　大会タイ記録

人
権
の
広
場

東
っ
子
人
権
の
集
い

松
野
東
小
学
校　

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

河
野
こ
ず
え

　

10
月
14
日
㈰
に
松
野
東
小
学
校
で
﹁
東
っ
子
人
権
の

集
い
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
﹁
い
の
ち
の
お

く
り
も
の
﹂
と
題
し
て
、
高
知
県
在
住
の
絵
本
作
家
、

佐
田
菜
摘
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
佐
田
さ
ん
の
お
友
達
の
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ

せ
、
紙
芝
居
﹁
い
の
ち
の
お
く
り
も
の
﹂
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
小
さ
な
村
で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
と
み
ん
な
で
お
祝
い
を
し
ま
す
。
児
童
と
保
護

者
、
地
域
の
方
々
が
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
し
て
ア
フ
リ
カ
の
小
さ
な
村
と
同
じ
よ

う
に
心
を
通
わ
せ
ま
し
た
。﹁
子
ど
も
は
何
よ
り
も
大

事
な
大
事
な
宝
物
さ
、
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
贈
り
物

も
子
ど
も
一
人
に
は
か
な
わ
な
い
よ
。﹂
こ
の
歌
詞
に

込
め
ら
れ
た
命
の
大
切
さ
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。ま
た
、

お
話
の
中
に
は
、
自
分
を
幸
せ
に
す
る
の
は
自
分
で
あ

る
、
夢
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
こ
う
と
い
う

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
異
国

の
楽
器
や
歌
に
触
れ
な
が
ら
命
に
つ
い
て
考
え
、
心
温

ま
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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10
月
25
日
㈭
、
東
京
都
の
明
治
座
で
平
成
30
年
度
食
品
衛
生
功
労
者
・

食
品
衛
生
優
良
施
設
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
国
内
１
０
８
施
設
が
食
品

衛
生
優
良
施
設
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
本
町
か
ら
は

キ
ョ
ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ
㈱
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
㈭
、
岡
山
県
岡
山
市
で
中
国
・
四

国
地
区
緑
化
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
地

域
の
緑
化
活
動
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
又

は
団
体
表
彰
に
お
い
て
松
丸
の
谷
清
さ
ん
が
中

国
・
四
国
地
区
緑
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

谷
清
さ
ん
は
、
松
野
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

及
び
宇
和
島
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
会
長
と
し
て
地
域
の
林
業
振
興
、
林
業
技

術
の
研
究
、
地
域
緑
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

10
月
25
日
㈭
、
道
の
駅
﹁
虹
の
森
公
園
ま
つ

の
﹂
で
発
動
発
電
機
及
び
投
光
器
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、︵
一
社
︶
日
本
道
路
建
設
業
協
会
四

国
支
部
事
務
局
長
か
ら
目
録
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　
︵
一
社
︶
日
本
道
路
建
設
業
協
会
で
は
、
社

会
貢
献
活
動
︵
災
害
対
策
活
動
︶
の
一
環
と
し

て
被
災
者
の
救
援
並
び
に
被
災
地
の
復
旧
等
の

活
動
拠
点
と
な
り
得
る
道
の
駅
に
、
発
動
発
電

機
及
び
投
光
器
の
寄
贈
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、今
年
度
は
道
の
駅
﹁
虹
の
森
公
園
ま
つ
の
﹂

へ
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
防
災
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
停
電
時

の
電
力
供
給
に
活
用
し
、被
災
時
の
救
援
活
動
・

復
旧
活
動
等
の
向
上
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

谷
　清
さ
ん
が

中
国
・
四
国
地
区
緑
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞

発
動
発
電
機
及
び
投
光
器 

贈
呈
式

キ
ョ
ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ
㈱
が

食
品
衛
生
優
良
施
設 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

今
回
の
受
賞
は
、
先
輩
諸
氏
の
長
年
の

功
績
に
よ
り
、
食
品
衛
生
に
優
れ
た
工
場

で
あ
る
こ
と
、
食
品
衛
生
へ
の
取
組
み
意

欲
が
高
い
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
受
賞
を
契
機
に
更
な
る
食
品
衛
生

へ
の
取
組
み
強
化
を
図
り
、
安
全
安
心
な

商
品
、
ま
た
、
皆
さ
ま
に
支
持
し
て
い
た

だ
き
豊
か
な
食
卓
を
創
造
し
て
い
た
だ
け

る
商
品
を
お
届
け
す
る
こ
と
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。キ

ョ
ク
ヨ
ー
フ
ー
ズ
㈱
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ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　十
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

秋
の
蠅
力
任
せ
に
打
た
ず
と
も 

伊
井　

は
じ
め

コ
ス
モ
ス
の
吹
か
る
る
彩
の
中
に
佇
つ 

伊
藤　
　

富
子

山
眠
り
訂
正
印
を
押
す
二
ヵ
所 

川
嶋　
　

健
佑

背
伸
び
す
る
事
も
リ
ハ
ビ
リ
秋
高
し 

金
谷　
　

重
子

秋
深
む
空
一
片
の
雲
に
さ
へ 

金
谷　
　

文
恵

宍
道
湖
の
波
を
慎
め
て
神
還
る 

谷　
　

き
よ
し

木
漏
れ
日
の
深
き
に
深
し
秋
の
声 

布　
　
　

康
江

鬼
灯
を
口
で
鳴
ら
し
た
幼
き
日 

ひ
の　

た
い
ら

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
九
月
投
句
分

Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
お
ど
り
け
り

 

宇
和
島
市　
　
　
　

城　
　

里
芋
の
葉
の
揺
れ
て
お
り
曇
空

 

松
野
町　
　

満　
　
　

雪

選
者　
　

谷　

き
よ
し
（
葛
句
会
長
）

「
新
し
き
路
」

第
6
回　

不
器
男
の
庭

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
嶋
健
佑

　

10
月
23
日
㈫
に
県
南
予
地
方
局
長
、
30
日
㈫
に
県
土
木

部
長
を
訪
問
し
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
氾
濫
し
た
広
見

川
河
川
改
修
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
の
提
出
に
あ
た
り
、
延
野
々
及
び
吉
野
地
区
の

被
災
状
況
を
写
真
で
確
認
し
、
約
２
５
０
世
帯
の
家
屋
が

浸
水
被
害
を
受
け
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
農
作
物
に
も
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
は
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

今
後
も
異
常
気
象
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
全
区
間
に
お
け
る
広
見
川
河
川
改
修
の
早

期
完
成
、
河
川
内
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
の
た
め
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

秋
は
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
、
食
欲
や
読
書
の
秋
と
言
わ
れ

ま
す
ね
。
11
月
は
文
化
祭
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
日
頃

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
不
器
男
さ
ん
は
俳
句
だ
け
で
な
く
テ
ニ
ス
も
強
く
山

登
り
も
好
き
で
、
ま
た
芭
蕉
や
チ
ェ
ホ
フ
を
読
む
読
書
家

だ
っ
た
の
で
秋
に
な
る
と
わ
く
わ
く
し
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
不
器
男
さ
ん
が
一
躍
有
名
に
な
る
前
、
あ
る
一

冊
の
雑
誌
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
雑
誌
を
薦

め
た
の
は
兄
の
馨こ

う
ぞ
う三

さ
ん
。
俳
号
を
豺さ

い

腸ち
ょ
う

子し

と
言
い
ま
し

た
。

　

不
器
男
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
俳
誌
﹁
天
の
川
﹂

の
大
正
14
年
４
月
号
の
裏
表
紙
に
は
鉛
筆
で
次
の
よ
う
な

メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

兄
豺
腸
子
に
貰
ふ
。
新
し
い
路
に
踏
み
出
せ
と
。
不
器
男

　

そ
の
頃
、
枯
野
と
い
う
雑
誌
に
投
句
し
て
い
た
の
で
す

が
、
自
分
の
進
む
方
向
性
と
違
う
と
感
じ
て
い
た
不
器
男

さ
ん
は
﹁
天
の
川
﹂
に
投
句
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同

年
の
﹁
天
の
川
﹂
12
月
号
に
初
め
て
不
器
男
さ
ん
の
作
品

が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
雑
詠
欄
の
片
隅
に
わ
ず
か
一

句
で
し
た
。
そ
れ
が
次
の
句
で
す
。

下し
も
も
え萌
の
い
た
く
踏
ま
れ
て
御ご

開か
い

帳ち
ょ
う

　

不
器
男
さ
ん
の
新
し
き
道
は
こ
こ
か
ら
踏
み
出
さ
れ
た

の
で
し
た
。

広
見
川
の
河
川
改
修
等
に

関
す
る
要
望
書
提
出

▲左から加藤議長、坂本町長、杉本県土木部長
（10月30日　県庁）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

（
敬
称
略
）

（
住
所
）
（
保
護
者
）

（
出
生
児
）（
性
別
）

松

　丸

有
馬

　宗
佑

　
　
　善
江

大た
い

　賀が

男

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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防災安全コーナー
「えひめ防災週間」と「シェイクアウトえひめ」
　県では、愛媛県防災対策基本条例に基づき、12月21日を「えひめ防災の日」、12月17日から23日までを「えひ
め防災週間」として、災害時において、県民、自主防災組織等及び事業者がそれぞれの役割を果たせるように
防災訓練の実施など、防災対策を一層充実させるよう努めることとされています。
　また、「シェイクアウトえひめ」として、期間中の12月17日㈪11時に、地震が発生した際にとるべき３つの行
動を一斉に行う訓練が実施されます。同日は、町の防災行政無線でもお知らせしますので、その場で以下のよ
うな行動をとる訓練をしましょう。

世帯数　2,036世帯（－34世帯）

総人口　3,990人（－36人）
男1,881人　女2,109人
（10月中の異動）

　　○出　生　１人　○死　亡　10人
　　○転　入　24人　○転　出　51人

平成30年10月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）

　（死
亡
者
）

　
　（享
年
）

延
野
々

　二
宮

　深
雪

　
　89
歳

豊

　前

　生
谷
シ
ゲ
子

　
　87
歳

豊

　前

　加
藤
ケ
サ
ヲ

　
　91
歳

豊

　前

　松
浦
ト
ミ
ヱ

　
　78
歳

吉

　野

　橋
本

　賢
一

　
　55
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

森
本

　秀
行 

松
野
町

生
谷

　頼
光 

松
野
町

二
宮

　
　實 

松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
10
日
㈪
10
時
～
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
員
】　

山
﨑　

ル
リ
子
︵
行
政
相
談
委
員
︶

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
10
日
㈪
10
時
～
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
員
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
10
日
㈪
10
時
～
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
員
】　

人
権
擁
護
委
員

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
え
ひ
め
」
参
加
登
録
募
集

　

決
め
ら
れ
た
日
時
に
約
１
分
間
、
県
下
一
斉
に
自
ら
の
身

を
守
る
地
震
訓
練
で
す
。
事
前
登
録
を
し
て
﹁
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
え
ひ
め
﹂
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

【
日　
　

時
】　

12
月
17
日
㈪
11
時
か
ら

※ 

都
合
が
合
わ
な
い
場
合
は
12
月
17
日
か
ら
23
日
︵
え
ひ
め

防
災
週
間
︶
の
期
間
内
で
変
更
可
能
。

【
登　
　

録
】　

12
月
16
日
17
時
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は
Ｈ
Ｐ
か
ら

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
防
災
危
機
管
理
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
１
９

 

℻
０
８
９
・
９
４
１
・
２
１
６
０

 bousaikikikanri@
pref.ehim

e.lg.jp

女
性
農
業
委
員
伝
言
板　
№
₁₄

農業委員会だより（12月号）
　

農
地
を
耕
作
目
的
で
借
り
受
け
る
た

め
に
は
、
農
業
委
員
会
等
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
事
者
同
士
だ
け
で
農
地
を
貸
借
す

る
こ
と
は
違
法
行
為
で
あ
る
た
め
、
権

利
が
保
護
さ
れ
ず
法
的
な
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、

問
題
が
生
じ
た
場
合
で
も
農
業
委
員
会

が
仲
介
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
と
し
て
も
町
内
の
正
確
な

営
農
状
況
等
を
把
握
で
き
な
く
な
る
た

め
、
適
切
な
指
導
や
相
談
に
支
障
を
及

ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

農
地
の
貸
借
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
農

業
委
員
会
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

貸
借
を
す
る
た
め
の
申
出
書
や
記
入

例
等
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
備
え
付
け
て
い
る
他
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ま
た
、
貸
借
の
終
期
を
迎
え
た
後

も
耕
作
を
継
続
さ
れ
る
場
合
は
、
再
度

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
め

に
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
貸
借
等
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

農
地
を
貸
借
す
る
場
合
は

農
業
委
員
会
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
　

冬
の
寒
さ
も
い
よ
い
よ
厳
し
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
、
冬
野
菜

の
代
表
格
で
あ
る
白
菜
と
大
根
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

薬
膳
の
考
え
方
に
お
い
て
、
白
菜
は
利
尿
、
便
秘
、
酒
毒
に
働
き
胃
腸
の

働
き
を
助
け
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
根
も
同
様
に
消
化
不
良

の
改
善
や
二
日
酔
い
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
満
点

の
野
菜
を
食
べ
て
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
ふ
る
さ
と
薬
膳
『
初
雪
白
菜
』
の
作
り
方
》

① 

白
菜
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
ざ
く
切
り

に
す
る
。

② 

鍋
に
ス
ー
プ
を
煮
立
て
、
白
菜
を
入
れ
て

弱
火
で
煮
る
。

③ 

卵
は
黄
身
と
白
身
に
分
け
、
白
身
は
ツ
ノ
が

立
つ
く
ら
い
に
泡
立
て
て
お
く
。

④ 

②
の
白
菜
が
柔
ら
か
く
煮
え
た
と
こ
ろ
へ

塩
と
酒
を
加
え
、
カ
ニ
を
ほ
ぐ
し
入
れ
る
。

⑤ 
④
の
白
菜
を
器
に
盛
り
、
鍋
に
残
っ
た
ス
ー

プ
に
水
溶
き
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
、

卵
の
黄
身
を
混
ぜ
入
れ
る
。

⑥ 

⑤
に
泡
立
て
て
お
い
た
卵
の
白
身
を
加
え
、

鍋
に
浮
か
べ
た
ら
玉
杓
子
で
た
た
き
広
げ

る
。

⑦ 

器
に
盛
っ
た
白
菜
に
ス
ー
プ
を
た
っ
ぷ
り

と
か
け
て
で
き
あ
が
り
。

《『
大
根
の
簡
単
千
枚
漬
け
』
の
作
り
方
》

①
大
根
の
皮
を
む
い
て
薄
い
輪
切
り
に
す
る
。

②
①
の
大
根
を
調
味
液
に
漬
け
る
。

③ 

柚
子
の
皮
を
千
切
り
に
し
て
、
②
に
入
れ

て
で
き
あ
が
り
。

　

※　

 

昆
布
又
は
蕪
の
細
切
り
を
加
え
る
と

更
に
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

「初雪白菜」材料（4人分）
◇白菜 １/ ４個
◇カニ肉又は缶詰 200g
◇鶏スープ カップ３杯
◇塩 小さじ３
◇酒（老酒） 大さじ２
◇卵 ２個
◇片栗粉又は葛粉 少々

「大根の簡単千枚漬け」材料
◇大根 １キロ
◇調味液
　　砂糖 150g
　（ 塩 30g
　　酢 50g
◇柚子の皮 １個分
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Ｊ
Ｒ
予
土
線
応
援
企
画

「
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
募
集
中
！

　

地
域
の
か
け
が
え
の
な
い
鉄
道
路
線
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
予
土
線

の
路
線
維
持
を
願
っ
て
、﹁
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
サ
ポ
ー
タ
ー
﹂

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
予
土
線
三
兄
弟
な
ど
で
多
く
の
方
々

に
親
し
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
利
用
客
数
が
低
迷
し
て
い
る

予
土
線
の
利
用
促
進
の
た
め
、
地
域
の
多
く
の
方
々
の
申
込

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
会　
　

費
】　

一
口
１
，
０
０
０
円
︵
た
だ
し
、
12
歳
以
下

は
５
０
０
円
︶

【
特　
　

典
】　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ン
バ
ッ

ジ
、
会
員
証
の
ほ
か
、
予
土
線
グ
ッ
ズ

【
役　
　

割
】　

日
常
で
き
る
限
り
で
の

積
極
的
な
利
用
、イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

普
及
啓
発

【
申　
　

込
】　

専
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
付
属

の
払
込
取
扱
票
に
よ
る
申
込
︵
専
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
事
務
局
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
宇

和
島
駅
、
松
丸
駅
、
ふ
る
さ
と
創
生
課

な
ど
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。︶

【
Ｈ　
　

Ｐ
】　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
サ
ポ
ー
タ
ー
事
務
局︵
南
予
地
方
局
地
域
政
策
課
︶

☎
28
・
６
１
４
３　

 

℻ 

25
・
３
７
２
４

 nan-seisaku@
pref.ehim

e.lg.jp

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

yodosen_suppporters

₁₂
月
は
「
ふ
ぐ
中
毒
防
止
月
間
」
で
す

　

ふ
ぐ
の
毒
は
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
と
呼
ば
れ
、
神
経
を
麻

痺
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
る
猛
毒
︵
青
酸
カ
リ
の
約
１
０
０
０
倍
︶
で
す
。
煮
た
り

焼
い
た
り
し
て
も
無
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

ふ
ぐ
中
毒
防
止
の
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

ふ
ぐ
を
さ
ば
く
に
は
、﹁
ふ
ぐ
取
扱
者
免
許
﹂
が
必
要
で
す
。

素
人
調
理
は
厳
禁
！

○ 

釣
っ
た
ふ
ぐ
を
自
ら
調
理
し
た
り
、
人
に
あ
げ
た
り
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ふ
ぐ
中
毒
の
事
件
の
ほ
と
ん
ど
が
家
庭

に
お
け
る
素
人
調
理
が
原
因
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
保
健
所
生
活
衛
生
課　

☎
28
・
６
１
０
８

温
泉
で
ほ
っ
！
と
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で
す

　

県
で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
温
浴
施
設
に
出
か
け
る
こ
と
で
、

﹁
家
庭
の
お
風
呂
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
量
﹂
の
削
減
を
目
的

に
、
温
浴
施
設
の
利
用
を
推
進
す
る
﹁
温
泉
で
ほ
っ
！
と
シ
ェ

ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
２
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
協
力
施
設
で
あ
る
﹁
温
泉
シ
ェ

ア
ス
ポ
ッ
ト
﹂
で
入
浴
す
る
と
、
省
エ
ネ
家
電
製
品
や
県
産

品
等
が
抽
選
で
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
入
浴
料
の

割
引
な
ど
、
お
得
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
！

　

気
軽
に
楽
し
く
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
期　
　

間
︼　

11
月
１
日
～
平
成
31
年
２
月
28
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
環
境
政
策
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
９

温
泉
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

検
索

技
能
ひ
ろ
ば
の
開
催
に
つ
い
て

　

公
共
職
業
訓
練
︵
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
︶
を
行
う
職
業

能
力
開
発
校
︵
高
等
技
術
専
門
校
︶
を
一
般
開
放
す
る
と
と

も
に
、
訓
練
作
品
の
展
示
・
即
売
、
も
の
づ
く
り
技
能
体
験

の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
技
能
・
技
術
の
振
興
と
職
業
能
力
開

発
︵
産
業
人
材
育
成
︶
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
の
産
業
を

担
う
人
材
育
成
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

12
月
９
日
㈰
10
時
～
14
時

【
場　
　

所
】　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
内
︵
宇
和
島

市
柿
原
甲
１
７
１
２
︶

【
内　
　

容
】

　

１ 　

住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
訓
練
作
品
の
展
示
︵
建
築
構

造
模
擬
ブ
ー
ス
・
加
工
品
︶

　
　

※
木
工
品
の
即
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

２ 　

ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
訓
練
作
品
の
展
示
即
売
︵
縫

製
品
︶

　

３　

技
能
体
験
・
技
能
サ
ー
ビ
ス

　
　

・
木
の
カ
ト
ラ
リ
ー
づ
く
り
︵
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
︶

　
　

・
ま
な
板
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
︵
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
︶

　
　

※
後
日
加
工
し
お
渡
し
し
ま
す
。

　
　

・
木
育
コ
ー
ナ
ー
︵
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
︶

　
　
　

 

木
の
球
プ
ー
ル
、
積
み
木
、
ド
ミ
ノ
、
組
み
木
、
ウ
ッ

ド
・
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど

　
　

・ 

ひ
の
き
の
キ
ュ
ー
ブ
つ
か
み
取
り
︵
住
ま
い
づ
く
り

木
工
科
︶

　
　

・
裁
縫
体
験
︵
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
︶

　

４ 　

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会
・
愛
媛
県
技
能
士
会
に

よ
る
﹁
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
﹂

　

５　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
の
訓
練
作
品
展
示
・
即
売

　

６ 　

離
・
転
職
者
向
け
職
業
訓
練
、
障
が
い
者
向
け
職
業

訓
練
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

７ 　

南
予
地
方
局
森
林
林
業
課
に
よ
る
﹁
エ
コ
・
ス
ト
ー
ブ
﹂

実
演

　

８　

高
等
学
校
作
品
展
示
即
売

　

９　

軽
食
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
22
・
３
４
１
０　

 

℻ 

23
・
６
５
５
０

特典ピンバッジ
※イメージです。
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輝
け
！
若
き
才
能
！
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
芸
部
門
等
で
活

躍
す
る
町
内
在
住
の
高
校
生

以
下
の
若
者
に
対
し
、
積
極

的
に
顕
彰
し
て
い
こ
う
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
県
予
選
を
突
破

し
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
な

ど
の
一
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【
問
い
合
わ
せ
先
】　

教
育
委
員
会　

☎
42
・
１
１
１
８

₁₂
月
納
期
（
町
税
等
）
の
お
知
ら
せ

　

今
月
の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。
期
限
ま
で
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。税 

 

目

納 

期 

限

固
定
資
産
税
︵
３
期
︶

国
民
健
康
保
険
税
︵
６
期
︶

介
護
保
険
料
︵
６
期
︶

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
︵
６
期
︶

12
月
25
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

町
民
課　

税
務
係　

☎
42
・
１
１
１
２

差し押さえ不動産の合同公売会の実施について
　11 ･ 12月は「市町村税・県税　一斉滞納整理強化期間」です。
　以下の日程で不動産の合同公売会を開催予定ですので、是非ご参加ください。
　不明な点等あれば、お気軽にお問い合わせください。
【日　　時】　12月５日㈬　13時から
【場　　所】　中予地方局　７階　大会議室
【問い合わせ先】
　詳細は、下記のホームページ又は電話でお問い合わせください。
○　愛媛地方税滞納整理機構
　　松山市一番町四丁目１番地２
　　☎089-913-5800
　　http://www.ehime-kikou.jp/
○　愛媛県特別滞納整理班
　　松山市北持田町132番地　愛媛県中予地方局
　　☎089-909-8390
　　http://www.pref.ehime.jp/h10500/h10500.html
○　高松国税局　特別整理第一部門
　　高松市天神前２番10号　高松国税総合庁舎
　　☎087-831-3111　
　　http://www.koubai.nta.go.jp/

滞納処分が行われる前に、自主的な納税をお願いします。
【問い合わせ先】　町民課　税務係　☎42-1112

只今「滞納整理強化中」

※ タイヤロックによる滞納整理の
一例
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　昭和52年３月以前に建設された事業用建物には、人体に有害なPCBを使用した安定器が入っている照明器具（家
庭用除く）が残っている可能性があります。
　なお、PCB含有電気機器（安定器等）等のPCB廃棄物は、法律により、期限内処理（安定器等：平成33年（2021年）
３月31日）が義務付けられていますので、事業所内の確認をお願いします。
　PCB安定器を使用した照明器具か否かは、各メーカーに問い合わせるか、（一社）日本照明工業会ホームページ
http://www.jlma.or.jp/kankyo/pcb/index.htmでご確認ください。
　また、使用中の照明器具については、感電の恐れがあり、非常に危険ですので、調査はなるべく電気工事業者等
に相談してください。
【問い合わせ先】　県循環型社会推進課　☎089-912-2355

　平成30年７月豪雨災害により住宅や家財などに損害を受けた方は、確定申告において所得税又は復興特別所得税
のいずれかの軽減又は免除を受けられる場合があります。
　下記の日程で、宇和島税務署職員等による豪雨災害に伴う確定申告説明会を開催します。
　対象となる方は、平成30年７月豪雨災害により住宅の損害を受けられた方、自家用車に損害を受けられた方です。
（例：住宅の罹災証明書・自家用車の被災証明書をお持ちの方）
　説明会では、個人別に豪雨災害で損害を受けた内容を確認し、確定申告時に必要となる添付書類等を作成します
ので、次の書類等をご持参ください。

持参していただく書類等
　１　罹災証明書又は被災証明書
　２　被害を受けた資産の明細（資産内容、取得時期、所得価格等）がわかるもの
　３ 　被害を受けた資産の取壊し費用、除却費用その他これに類する費用で、被害に関連して支出した金額の明細
のわかるものとその領収書

　４　被害があったことによって受け取る保険金、損害賠償金、災害見舞金等の金額がわかるもの
　５　マイナンバーカード又は通知カードと免許証等、本人確認のできるもの
　６　筆記用具

豪雨災害に伴う確定申告説明会の開催日程

開催日 開催時間 開催会場 対象地域

12月19日㈬
10時～12時 コミュニティセンター１階

屋内スポーツ広場
主に

松野町延野々ほか13時30分～15時30分

12月20日㈭
10時～12時 コミュニティセンター１階

屋内スポーツ広場
主に

松野町吉野生地区13時30分～15時30分

　説明会は、どちらでも参加できます。
【問い合わせ先】　町民課　税務係　☎42-1112

平成₃₀年７月豪雨災害に伴う確定申告説明会の開催について

古い事業用建物を所有されている皆さんへ

 

 

 

安定器 
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屋外の水道など メーターボックス(量水器) ボックス内部 メーター拡大図

水道メーター

止水栓 水道を使用していると、
ここが回転しています。
水道を使用していないと
きにここが回転している
と漏水の可能性がありま
すので、よく確認しまし
ょう！

　例年、冬場の気温低下が原因で水道管の凍結や破裂による漏水が多く発生します。屋外、日の当たらない場所、
風当たりの強い場所、管がむき出しになっている場所は特に注意が必要です。
　これから冬本番を迎えるにあたり、水道管の凍結や破裂を防ぐため、今から対策をしておきましょう。
１　水道管・メーターを確認 
　 　まずは、ご自宅の周辺にある水道管、メーターの場所を確認しましょう。

２　屋外水道管やメーターの保温
　むき出しの水道管は、発泡スチロール製などの保温材や布など保温効果のある資材で保温してください。
　鉄製のメーターボックスの場合は、発泡スチロールや布などの保温材を入れましょう。
※保温資材は、ホームセンター等で販売しています。また、個人で 設置が難しい場合は、業者等へご相談ください。
３　凍結・破裂した場合は？
　凍結の場合、自然に溶けるのを待つか、凍った部分にタオルをかぶせ、ぬるま湯をゆっくりかけてください。

※熱湯はやけどの恐れや蛇口・水道管が破損する場合があります！
　破裂した場合、破裂した場所を確認し、メーターボックス内の止水栓を閉めて水を止めます。その後破裂した部
分に布やテープ等をしっかり巻き付け、応急修理をした後に修理を依頼してください。

※水道メーターから家庭側は個人での修理となります！

４　水道に関する修理は？
　水道の修理は、「給水装置主任技術者」の免許を持った業者しかできません。修理を依頼する場合は、必ず町指定
業者にお願いします。また、個人での修理は応急修理に止めておいてください。

町
指
定
業
者

金谷建設(合) ☎42-1033 下田建設㈲ ☎43-0016
㈲森岡デンキ ☎42-0120 加藤設備 ☎42-1470
㈱松野建設 ☎42-0244 ㈱ホソカワ ☎42-1168
中山産業㈱ ☎42-0045 松本電気 ☎42-1415
南予開発㈲ ☎20-5050 若宮電工 ☎42-0354
渡辺電機 ☎42-0287

【問い合わせ先】　建設環境課　☎42-1115

水道管の凍結にご注意ください！

　10月30日㈫松野町災害義援金配分委員会を開催し、町内外から寄せられた義援金について、次のとおり配分基準
を決定したので、お知らせします。
　なお、義援金については、配分基準に基づき申請者へ順次配分しています。
 （H30.10.30時点）

対象者 県配分基準 町配分基準

人的被害
死亡者・行方不明者  300万円／人　 －

重傷者  30万円／人　 －

住家被害

全壊 140万円／世帯 －
半壊 70万円／世帯 3,500円／世帯

一部破損 15万円／世帯 1,000円／世帯
床上浸水 30万円／世帯 2,000円／世帯

【問い合わせ先】　ふるさと創生課　☎42-1116

平成₃₀年７月豪雨における災害義援金の配分について
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●児童虐待とは…？

性的虐待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にする など

心理的虐待 言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう(DV)　など
言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう(DV)　など

身体的虐待 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる、
家の外にしめだす など

ネグレクト
乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままにする、自動車の中に
放置する、重い病気になっても病院に連れて行かない、他の人が子どもに暴力を振るう
ことなどを放置する など

乳幼児揺さぶられ症候群

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで

子どもや保護者のこんなサインを
見落としていませんか？

子どもについて
■ いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
■ 不自然な傷や打撲のあとがある
■ 衣類やからだがいつも汚れている ■ 落ち着きがなく乱暴である　
■ 表情が乏しい、活気がない  ■ 夜遅くまで一人で家の外にいる

保護者について
■ 地域などと交流が少なく孤立している
■ 小さい子どもを家においたまま外出している
■ 子育てに関して拒否的・無関心である／強い不安や悩みを抱えている
■ 子どものけがについて不自然な説明をする

赤ちゃんがなにをやっても泣き止まないと、イライラしてしま
うことは誰にでも起こり得ます。しかし、泣きやまないからと
いって、激しく揺さぶらないでください。赤ちゃんや小さな子ど
もが激しく揺さぶられると、見た目にはわかりにくいですが、頭
(脳や網膜)に損傷を受け、重い障害が残った
り、命を落とすこともあります。どうしても泣
きやまない時は、赤ちゃんを安全な所に寝か
せて、その場を少しの間でも離れ、まず自分
をリラックスさせましょう。

子どもを健やかに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～
子育てにおいて、しつけと称して、叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長の助けにならないばかりか、
悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。以下のポイントを心がけながら、子どもに向き合いましょう。

子育てに
体罰や暴言を使わない

子どもが親に
恐怖を持つとSOSを
伝えられない

爆発寸前のイライラを
クールダウン

親自身が
SOSを出そう

子どもの気持ちと
行動を分けて考え、
育ちを応援

●「しつけ」が行き過ぎると虐待に当たることもあります

詳しくはこちら▶

児童虐待かもと思ったら₁₈₉にお電話ください
お住まいの地域の児童相談所につながります。
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医療・保健福祉情報コーナー

●中央診療所での特定健康診査について（要予約）
　40歳以上の方で、今年度まだ受診されていない方は、ぜひご利用ください。

実 施 日 時 毎週火曜日　　９時～ 11時

予 約 方 法 電話・窓口にて随時対応　※前月10日締め

検 査 項 目
健康診断（身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・診察）
追加項目：貧血・心電図（医師が必要と判断した場合のみ）※眼底検査はできません。

持 参 物
保険証・特定健康診査受診券・特定健診質問票（国民健康保険、後期高齢者保険加入
の方は、保健福祉課に連絡ください。☎42-0708）

費   　 用 受診券の記載どおり　※自己負担は加入されている保険によって異なります。

問い合わせ先 中央診療所　☎42‒0707　

※　 血液検査がありますので、前日の食事は21時までに済ませ、当日の朝食はとらずに来てください。
　　水・お茶は飲んでも大丈夫です。

●診療所でのインフルエンザ予防接種について（予約不要）
診療所名 期　　間 時　間 備　　考

中央診療所 10月15日㈪～ 12月28日㈮ 16時～17時
・ 診察のある方は、診察時に接
種することができます。
・ 65歳以上の方で「高齢者イン
フルエンザ予防接種予診票」
が届いている方はご持参くだ
さい。

目黒診療所 第１木曜日（12月６日）

13時～16時吉野診療所 第２木曜日（12月13日）

谷口診療所 第３木曜日（12月20日）

暮らしに役立つ

看護師緊急募集中！短時間勤務等相談に応じます！　
【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７時～11時30分　12時～17時　　
診療時間　９時～12時　14時～17時15分
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください。）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。
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平成30年７月豪雨災害に係る松野町被災中小企業者等復旧事業補助金

対 象 者
平成30年７月豪雨で被災した中小企業者等で、
　①町内に住所及び事業所を有する個人事業主
　②町内に主たる事業所を有する会社

対 象 事 業
被災した中小企業者等が行う事業復旧のために必要な
　①事業所の修繕
　②備品の調達や修繕　※備品…各種機械器具、什器、設備など

補助対象経費 修繕料、備品費、工事費

対 象 期 間 平成30年７月６日～平成31年３月31日までに実施されたもの

補 助 率 事業費の３分の２以内

補助金上限額 50万円

申 請 期 間 平成30年10月1日～平成31年3月31日

【問い合わせ先】　ふるさと創生課　商工観光グループ　☎42-1116　 m-sousei＠town.matsuno.ehime.jp

平成₃₀年７月豪雨で被災された事業者の皆様へ
事業復旧に活用できる補助金のご案内

　県では、エイズの正しい知識の普及を図り、感染防止、エイズへの差別や偏見の解消を目的に、12月１日から７
日を「県エイズ予防週間」と定めています。
　宇和島保健所では、下記のとおり夜間エイズ相談・HIV抗体迅速検査を実施します。
　相談・検査は無料・匿名で受けられ、陰性の場合は当日30分程度で結果をお知らせできます。
　詳しくは、担当窓口までご連絡ください。

夜間エイズ相談・HIV抗体迅速検査の日程
【日　　時】　12月４日（火）

【時　　間】　17時30分～ 19時30分

【場　　所】　南予地方局１階（宇和島保健所）

【問い合わせ先】　宇和島保健所　健康増進課　感染症対策係
　　　　　　　　〒798-8511　宇和島市天神町７-１
　　　　　　　　☎22-5211（内線257）　FAX24-6806

※通常のエイズ相談・HIV抗体迅速検査は、毎週火曜日10時～ 11時に実施しています。

県エイズ予防週間のお知らせ

☎
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

12月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火 延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜日 予　　定

１ 土

２ 日 西・東小学校学芸会 当二宮整形外科☎25-8600当笹 岡 内 科☎24-3886
当 上田小児科・外科☎25-0100当富 山 医 院☎45-0360

３ 月

４ 火

５ 水 粗大ごみ収集／豊岡後集会所（９：30 ～ 11：00）

６ 木

７ 金

８ 土

９ 日 当小川クリニック☎23-3599当 わたなべﾊｰﾄｸﾘﾆｯｸ☎25-1717
当こばやし小児科☎23-1150当篠 原 医 院☎45-3370

10 月

11 火

12 水 粗大ごみ収集／延野々集会所（９：30 ～ 11：00）

13 木

14 金

15 土

16 日
軽トラ市
北宇和郡ＰＴＡ研究大会
粗大ごみ収集／松野町役場（９：00～ 11：00）

当 上甲外科クリニック☎25-5811当 沖内科クリニック☎25-3335

当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当大野内科医院☎45-0141

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日 天皇誕生日 当植木整形外科☎22-0022当くきた内科クリニック☎26-2260
当 上田小児科・外科☎25-0100当町立北宇和病院☎45-3400

24 月 振替休日 当加藤整形外科☎22-7111当木村内科医院☎24-0030
当山下小児科☎23-0055当 松野町国保中央診療所☎42-0707

25 火 小中学校終業式

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日 当鎌 野 病 院☎24-6611当松浦内科医院☎23-1122
当こおり小児科☎24-5633当市立吉田病院☎52-0611

31 月
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